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ビジネス

長
法
を
経
営
に
活
か
す

い
　
ん

ら
　
い

孫
子
の
「
陰
雷
」

あ
ま
り
に
有
名
な

一
節

「
風
林
火
山
」

隠
れ
た
名
言
「
隠
雷
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「風
林
火
山
」

（原
作

・井
上
靖
）
が
好
評
放
映
中

で
す
。
戦
国
時
代
・武
田
信
玄
は
「孫

子
の
兵
法
」
の

一
節

（風
林
火
山
）

を
旗
印
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

風
林
火
山
ば
か
り
が
ク
回
―
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
ま
す
が
、
後
に
続
く
二

文
字
が
あ
り
ま
す
。
「陰
雷
」
で
す
。

「知
り
難
き
こ
と
陰
の
如
く
、
動
く

こ
と
雷
震
の
如
し
」
す
な
わ
ち
「窺

い
知
れ
ぬ
こ
と
は
曇
り
空
の
よ
う

で
あ
り
、
一
旦
行
動
し
始
め
る
と

雷
鳴
や
稲
妻
の
よ
う
で
あ
る
」
と

い
う
意
味
で
す
。

実
は
、
戦
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
競
争

で
も
、
勝
敗
を
決
す
る
の
は
、
外
か

ら
で
は
「窺
い
知
れ
な
い
活
動

（門

陰
と

に
あ
り
ま
す
。
新
製
品
発
表

か
ら
広
報
宣
伝
、
販
売
合
戦
な
ど

表
向
き
派
手
な
活
動
の
陰
に
隠
れ

て
見
え
に
く
い
地
道
な
「営
業
活

動
」
の
成
否
が

「結
果
」
に
大
き
く

作
用
し
ま
す
。
ま
た
現
代
の
社
会

に
お
い
て
「経
営
の
ス
ピ
ー
ド

（Ｈ

雷
首
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
革
命
の
旗
手

日米
国
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
創
業
者
で
あ
る

ビ
ル
ロゲ
イ
ツ
は
、
著
書
「思
考
ス

ピ
ー
ド
の
経
営
―
デ
ジ
タ
ル
経
営

教
本
」
に
お
い
て
「ス
ピ
ー
ド
経
営
」

に
つ
い
て
著
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
「
孫
子
の
兵
法
」
の

「
兵
は
拙
速
を
聞
く
」
と
い
う
言

葉

を
引

用
し

て
、
パ

ソ

コ
ン
と

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
う
目
的

が

「
ス
ピ

ー
ド
経
営
」
に
あ
る
と

力
説
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
経
営

者
と
就
業
員
間
の
「情
報
共
有
」
が

可
能
と
な
り
、
上
手
に
使
え
ば
、
「
コ

ス
ト
ロカ
ッ
ト
」
と
い
う
効
果
を
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
組
織
で
は

中
間
管
理
職
が
不
要
に
な
り
、
取

引
で
は
間
屋
、
卸
、
代
理
店
な
ど
を

通
さ
ず
、
し
か
も
当
事
者
が
顔
を

合
わ
さ
な
い
翠
電
子
取
引
」
が
実
現

で
き
ま
す
。
ビ
ル
・ゲ
イ
ツ
は
、
こ

れ
を
「中
抜
き
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

知
り
難
き
こ
と
幅
の
如
し

重
要
情
報
こ
そ

日
頃
の
営
業
活
動
に
有
り

し
か
し
な
が
ら
取
引
相
手
と
「フ

ェ
イ
ス
ロ
ツ
ウ
・
フ
ェ
イ
ス
」
で
行

う
地
道
な
「営
業
活
動
」
の
地
位
が

低
下
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

孫
子
は
、
重
要
情
報
と
い
う
の
は
、

「神
仏
や
星
の
運
行
、
占
い
」
に
頼

っ
て
得
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
、
「人
の
口
を
通
し
て
獲
得
で

き
る
も
の
な
の
だ
」
と
説
い
て
い

ま
す
。

よ
し

み

取
引
相
手
と
「誼
」
を
交
わ
し
「信

き
ず
な

頼
」
を
深
め
「絆
」
を
強
め
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
永
続
的
な
関
係
が
築

か
れ
、
そ
れ
が
成
約
に
直
結
し
て

い
く
の
で
す
。

特
に
日
々
の
営
業
活
動
を
通
し

て
「人
の
回
」
か
ら
直
接
得
た
記
録

で
あ
る
「日
報
」
に
は
、
「重
要
情
報
」

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
コ
ツ
コ
ツ
蓄
積
し
て
、
よ

く
分
析
す
れ
ば
、
「宝
の
山
」
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
も
陰
雷
、

す
な
わ
ち
「窺
い
知
れ
な
い
活
動
」

を
察
知
し
、
雷
震
の
よ
う
に
素
早

く
活
用
す
る
こ
と
を
怠

っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

「孫
子
」
と
は

中
国
・春
秋
時
代
の
武
将
・孫
武
の

著
書
。
日
本
に
は
遣
唐
使
圭
目
備
真

備
が
持
ち
帰
り
、
戦
国
時
代
、
毛
利

元
就
口武
田
信
玄
・徳
川
家
康
な
ど

も
合
戦
に
用
い
た
。
現
在
で
は
ビ

ジ
ネ
ス
に
も
活
用
さ
れ
、
経
営
者

に
も
信
奉
者
が
多
い
。
ま
た
広
く

翻
訳
さ
れ
世
界
中
で
今
に
活
き
る

指
南
書
と
い
え
る
。
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